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学校指定の被服費等の価格は上昇傾向

2023年度調査（議会答弁より）
男子最高額 94,086円、最低額 69,050円
女子最高額 11万3,135円、最低額 76,710円

2019年調査
最高額 男子 女子

2019年 83,644円 90,188円

2023年 94,086円 113,135円

上昇金額 ↑10,442円 ↑22,947円

最低額 男子 女子

2019年 63,882円 65,038円

2023年 69,050円 76,710円

上昇金額 5,168円 11,672円

• 標準服はもちろん、体操服の購入や指定シューズも高額であり、さまざまな経済事情、家庭環境の違いのある子供たちが通う公立中学
校として看過できる金額をとっくに超えているのでは。

• 指定品の購入はほぼ強制であり、保護者からすると義務教育期間の公立学校における指定品の強制は、公権力の行使に近いものがある
のでは。経済状況に合わせた適切な負担金額や、その金額に見合った効果があるのかの検証（検証のためのデータ集め）が不足してい
るのでは。ちなみに、そもそも町田市の中学校は制服ではなく標準服であり着用義務はない。



市内統一標準服の導入は年々増加

◆裾野市の事例
◆ 2023年4月から裾野市の公立中学校にて統一デ
ザインの標準服を導入。

◆生産コストが抑えられ、最大でおよそ1万5千
円安くなる。

◆長崎市の事例
◆ 2024年4月から長崎市教委で市立中学校の統
一デザイン制服を導入。

◆学校毎に異なる制服費の平準化、保護者負担
の軽減、多様性の尊重や防寒機能の向上など
が狙い。

◆熊本市の事例
◆ 2025年4月から熊本市内すべての中学校の共
通制服を導入する方針。

◆性の多様性や経済性の観点から選択肢を広げ
る。

◆座間市の事例
◆新制服の導入は、多様性が社会に浸透し始めた
２０１９年度の中学校校長会で議論が始まり、

学校間の価格差や、学校規模の違いによるリ
ユース格差にも焦点をあてた。

中学の制服価格差が最大で１・７倍、神戸モデルで統一
したら平均３８００円安く…１５０以上の自治体が共通
化の見込み
（2026年2月14日読売新聞オンラインより引用）

◆以前は学校間で最大１・７倍あった制服の価格差
が解消され、平均３８００円ほど安くなった。学
校間で、不用になった制服を譲ることもできる。

◆従来の制服を続ける学校でも、生徒の希望で神戸
モデルを着用できるといい、着用者が増えて学校
全体で切り替えたケースもあった。「予想以上に
好評だ」

◆制服の共通化は各地で進む。導入自治体は今後、
１５０以上になる見込みだ。

https://www.yomiuri.co.jp/national/20260214-GYT1T00200/


https://riyupo-to-chuo.jp

中央区の制服譲渡事業



柏市の制服バンク

https://www.city.kashiwa.lg.jp/gakkokyoiku/seifuku-bank.html

就学援助を受けている方へ制服を受け継いでいく事業


